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侵幸 告

伊達市善光寺のパ ー クゴル フ場計 画を断念 させま した

一地元住民の署名活動等多彩な活動で市長見直し表明一

当協会事務局長 江 部 靖 雄

本年2月 末、地元の協会会員か ら 「有珠善光寺 自然公園 ・パークゴルフ場建設を中止させる

ためのお願い」、市民向け宣伝ビラおよび参考資料が送付されて きました。定例理事会で論議

後の4月 、会長他理事有志が地元の 「有珠善光寺自然公園を守る会(会 長 広本セツ子)」 によ

る自然観察会に合わせて、現地を視察 しました。その際、アリ トリ岬から伊達市内全貌を遠望

し、善光寺付近の 「善光寺岩屑流堆積物(岩 屑 なだれ)」、すなわち過去の有珠山噴火 に起源す

る 「流れ山地形」が有珠湾の海にまで続いていることや、この特異な地形が生 じた地球の歴史

を学びなが ら、この公園があらためて伊達市の貴重な自然遺産であることを実感しました。5

月には、地元の 「会」 と連名で 「善光寺 自然公園」におけるパークゴルフ場計画(中 止)に 関

する意見要望書を伊達市長宛に提出 しました。他方、「善光寺 自然公園」は北海道 自然環境等

保全条例に基づ く 「環境緑地保護地区」に指定 されていることから、その理念と義務 に沿って

指定解除をしないよう伊達市 と連携 ・協議 してほ しい旨の意見要望書を、北海道知事宛に協会

単独で提出し、地元の運動を側面からサポー トしました。 なお、上記の要望書 は全文が協会

HPに 掲載されてお ります。

以下は、「有珠善光寺自然公園を守る会」の澤田さんからご寄稿いただ きました。地元 にお

ける取 り組み経過を読ませていただきます と、身近な自然を守る闘い方として、私たちにとっ

て示唆に富んだ内容 と思います。

有珠善光寺 自然公園の 自然をいつまでも

有珠善光寺自然公園を守る会 事務局担当 澤 田 達 二

有珠山麓周辺は、道が1999年 「危険地帯」に指定 したこともあって転入者が殆 どな く寂れて

いった。市は地元に振興策の提示を求め、地域の役員たちはパークゴルフ場 と物産館などの建

設を要望 した。当初は国道37号 線沿いに予定 していたが用地が取得できず、建設地を有珠善光

寺公園に変更 した。2005年11月 のことである。このことは一般の伊達市民はもとより地元住民

にも知 らされなかった。この情報を伝え聞いた一部の"自 然系"の 人達は中止するよう市 に求

めたが、市は既定のこととして取 り合わず、市議会 も2006年6月 、「有珠の振興策」 とい う市

側の説明を鵜呑みにして全会一致で用地測量費 ・地質調査費 ・環境影響調査費 ・実施設計費な

ど3,200万円余の予算を可決 した。8月 には造成工事測量調査が始 まった。12月 、市 は議会で

環境影響調査の結果をまって着工すると言明、まだ間に合 うと判断 した私たちは本年1月 、

「会」を起ち上げ署名活動を始めた。目標はとりあえず3,000と した。
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侵幸 告

市民への手紙形式で書いた宣伝ビラは、状況の進展に伴い、少 しずつ改定 しなが ら7,000枚

を配布 した。署名用紙は、市議会で議案 として取 り上げられる伊達市民の請願用と、近隣市町

村ならびに全国からの市長に対する要望署名の3種 類を用意 した。

伊達は開基の経緯から政治的には保守色の濃い街 といわれている。それだけに郷土愛も強い。

「善光寺にパークゴルフ場などつ くらせてたまるか」、こうした思いが年配者に強 く、厳寒のな

か隣近所や知人から署名を集めてくれた。…方で市長や推進派議員の有力な支持者か らも 「造

反」が起 きた。彼 らは直接、あるいは電話などで撤回を迫った。

4月 下旬、請願署名が5,000に近づいた時点で私たちは市長交渉 を申 し入れた。前後 して 日

本野鳥の会が市と折衝、道自然保護協会は現地を視察し知事 と市長に意見書を送った。間 もな

く 「市は断念 したらしい」との 「情報」が流れ私たちは 「積極的に静観」 した。そして9月!1

日市長は善光寺自然公園のパークゴルフ場建設見直 しを正式に表明した。

1.こ の度の成果の決定的 な要因は署 名数であ ると考える。伊 達市民 の請願 署 名は6,658筆 、

他市町村か らの伊達市長への要望署名は6,077筆 にのぼ った。総計12,735筆 である。

2.先 に も触 れたが 、道 自然保護i協会 は道知事 に意見書 を送 り、 日本野鳥の会室蘭支部は市 と

折衝 した。 こうした関係 各位の支援 も大 きな力 となった。

3.今 回の 「成果」 は行政 の 「横暴」 には市民が声 を挙 げることの大切 さを改めて教 えた。同

時に 「運動」 がなければ、単 なる交渉では 「行政」 はか わ らない ことも明 らかに した。

4.所 期 の 目的 を果た して 「会」 は9月22日 に解散 した。

5.い ま、昭和 新山 を含めた有珠LLI周辺地域 をユ ネスコのジオパ ーク(地 質公 園 ・地 質遺産)

に登録 しようとい う運動 が起 きている。善光寺 自然公 園 もそこに加 えて しっか りと保全 して

ゆ きたい と考 えてい る。

「岩屑なだれ」の岩を抱 えたミズナラの大木 (撮影 荻田)
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雨竜 川の イ トウ問題 川本 浩司
(会 員)

天塩 山地を主 に水 源 とす る雨竜 川上流域 に イ トウが生息 してい る。 この川の上 には イ トウの

い る湖 として観光 名所 に もなってい る朱鞠内 ダムと雨竜第ニ ダムがあ り、下 には鷹泊 ダムがあ

るが 、いず れ も下流 か らは魚道が無いため魚類 は遡上で きない、,降下 も落差があ り生 き残 るの

は難 しい と思 える。 この ように雨竜 川の イ トウも人工 の ダム によ り封 じられたが 、あ ま り知 ら

れ るこ とな く鷹泊 ダムを基 点に本流 や支川 を使い静か に再生産 を繰 り返 し生息 して きた ようだ。

残 念なが ら静 かに過 ご して きた この流域 の イ トウにも、 また人の手 によって今度は再生産で

きな くなる絶滅 の危機 がやって きた。数年前か らすで に本流や流 入す る支川で は、道 による治

山事業 や洪水対策 な どの工事 に よ り、 イ トウが産卵 し購 化で きる再生産の聖域 と生息環境が破

壊 されているのが現状 である,,そ して開発局で もこの流域 の イ トウの記述 も無 く産卵卿 化の場

所 の再現 、保護i保全案 も記 されない河川整備計画が策定 された、,

これ らの問題 には、生息環境調査 方法 などにあ るのではないだ ろうか。国 と道が この流域の

イ トウの生息 を認 め、自然再生産で きな くなる前 に計画 を再検討 して もらいたい と思 っている。

ほかの河 川で も同様 な ことがある と思 うが、私 と しては この川 を有志た ちと共 に、で きる限

りの努力 で イ トウの生 息調査 を して守ろ うと取組中である。(清 水 町在住)

}一一}一}}『 一 一皿

魚道 の効果(道 新 ・前川 光司)が 疑 問視 され る中、治山 ダム、砂 防 ダム、

農業用取水堰 な どの ダムの前面 の 全面 を階段 状 に した魚 道建 設が盛 んだ

(旭川 近郊伊野川:写 真1)。 中央部 にV字 型 に切 り欠 きはある ものの、魚

道の形 は階段状 に造 られた多段 式 ダムその ものであ る。川 を仕切 って しま

えば魚 は"必 ず上 るだろ う"と 考えた ら しい。

この全 面魚道は各段 で流 速 を減 じる ことか ら、川 を流れ る砂 利の量 を減

ら し、砂 利の質(砂 利 の大 きさ)を 変 えることになる。つ ま り、全面魚道

ダムと同じ効果の全面魚道建設に疑問 稗 田 一俊

(理 事) 北 鍾
＼各 地 の

の下流では、砂利が不足 し、砂利の流下が促されて河床が低下する。河床が低下すれば川岸が

崩れ始め、道路や農地の崩壊 につなが り、川魚を減らす(同:写 真2)。

ダムが河床低下を招 くことが解ってきている以上、ダムの影響に追い打ちをかける全面魚道

の建設は早急に見直すことが必要である、、(八 雲町在住)

写真1伊 野川全面魚道 写真2下 流の川岸が崩れている
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「カ ラス と生 ゴ ミ問題 」 大久保フヨ
(理 事)

カ ラ スの 数 を 見 る とそ の 地域 の 入 た ち の環 境 意識 が わか る と 言っ た ら言 い過 ぎで し ょうか 。

去 る8月20日 、「北 広 島環 境 市民 の 会 」 研 修 バ ス ッ アー に参 加 しま した 。 三笠 市で は 、業 務 委託 方 式 に よ

る生 ゴ ミの収 集 ・運 搬 ・処 理 に よる循 環 型 社 会へ の取 り組 み の 視 察 。岩 見沢 市 で は 、 岩 見 沢 市 民 会 議 の

生 ゴ ミの取 り組 み につ いて 意 見 交換 。 長 沼 町 で は 、F農 場 の コ ンポ ス ター に よ る 生 ゴ ミの堆 肥 使 用 の 作

物 の状 況 と収 集等 を視 劣≦しま した 。{笠 巾で は 、 生 ゴ ミ収 集時 間 に 着 い た の で 、 実 際 に生 ゴ ミ収 集 の 様

チ をみ ま した 。 生 ゴ ミは週2回 収 集 、2ト ン 屯2台 で市 内 を ま わる 。 生 ゴ ミは 、 市 特 注 の 抗 酸 化 バ ケ ツ

に 入 れ 、所 定 の場 所 に 置 も,収 集 され た 生 ゴ ミは 、堆 肥 施 設 に運 ば れ 肥 料 が作 られ る 。

出 来 ヒが っ た堆 肥 は 、 トン2万 円 で 有 機 農 産 物 生 産 に積 極 的 に取 り紐 ん で い る 地 域 農 家 に 販 売 し活 用 し

て い る。 安心 ・安 全 な 作物 が 出来 、土 も軟 らか にな る と好 評 で あ る。

三 笠 市で は 、生 ゴ ミ分 別 に よ る期 待 効 果 と して 、

・カ ラス の餌 が消 え、処 分 場 か らカ ラ ス が いな くな り、地 域 環 境 が 改 善 され る 。

・ク リー ン農 業 の 推進 に よ る地 元 農 産 物 ブ ラ ン ド化 で地 域 農 業 の 活 性 化 。

・食 育 の 推進 に よ る安全 ・安 心 な農 産 物 の提 供 で市 民 の健 康 向上 につ なが る。

生 ゴ ミに対 す る行 政 の:取 り組 み姿 勢 に よ り ド{分達 の 市 との 違 い の 大 き さを感 じた 。

私 の住 む地 域 で も ゴ ミの収 集IIに な る とカ ラ スが 来 て 、 ネ ッ トの 中 か ら生 ゴ ミの 袋 を 引 っ 張 り出 して

散 らか し困 りま した 。 が 、最 近 は 、 ゴ ミ専 門 の ボ ック スが 設 置 され た ので 、 カ ラ ス の 姿 は 見 え ませ ん 。

で も、 こ この カ ラ スが どこか に行 っ た?と 思 う と複 雑 な気 持 ちで す 。 カ ラス と生 ゴ ミ問 題 、 つ ま る

と こ ろは 、 ゴ ミを出 す 人 間 の モ ラ ル と工 夫 が 大切 とい うこ とです 。(北 広 島 市在住)

ニユース

「野 付 半 島 に 外 来 の ハ チ が 」 一 一一 一森田 正治
(理 事)

6月 中旬 、新 聞各紙がい っせい に 「野付半 島でセ イヨウオオマ ルハナバチ

を発見」 と報道 。のんび りしていた私 もち ょっ と驚 き。 「外 来種 ら しいハ チ

を捕獲 した」 との ことで、東京大学へ送 った と言 う情報 は得てい た ものの 、まさか

のマサカだった。

セ イヨウオオマ ルハ ナバチは トマ トのハ ウス栽培の受粉用に持 ち込 まれた もので 、農家の ミ

スに よる ものか野生化 し全道的 に生息域 を広げていて、根釧地方では根室 で1度 確認 されてい

る。今回、問題視 されてい るのは、野付 風連道:立自然公 園内での発見だか らである。

野 付半 島や根室半 島の一部 にのみ生息 してい る在来種 で希少種で もある ノサ ップマルハナバ

チへ の影響が 危惧 されているか らだ。 早速、東京大学 の鷲谷教授 らが来道、地元 関係者 ととも

に緊急調査 を実施 。その後 も半 島の数 ケ所でセ イヨウオオマルハナバチが捕 獲 されてお り、今

後の積極的な対 策が求め られている。(中 標津町在住)
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侵幸 告

上ノ国町奥湯ノ岱国有林伐採問題の現場を視察して

当協会理事 石 川 幸 男'[脇 会常務理事 在 田 一 則

2005年 秋に伐採 された檜山支庁奥湯ノ岱国有林は、日本植生誌北海道(宮 脇1992)に よる

と、多雪に特徴づけられる日本海側のチシマザサ ・ブナ群集に同定 され、北海道で最大規模の

ブナ林である。この問題 に関 しては佐藤謙会長が会報131号 にまとめてお り、残 り少ないブナ

天然林で強行されたという生物学的側面に加 えて、材積や伐採率の見積 もり、伐採方法や素材

の区分 といった技術的疑問も内在 し、さらには生物多様性条約違反ならびに越境伐採 とい う明

確な違法行為である。いっぽう、上ノ国町周辺は、本年5月 に新聞などでも報道された大規模

な地すべ りが発生 したように、道内でも有数の地すべ り地帯であ り、安易な伐採は将来の地す

べ り災害にもつながる可能性 もある。私たちは8月27日 と28日に地すべ り地と伐採地を視察 し、

地質などの立地条件 と伐採方法の面から問題を把握 した。

この地域の地質は、おもに中新世(2,300万 年前～500万 年前頃)の 地層からなり、ほぼ上 ノ

沢川左岸にそって南北 に伸びる断層をさかいに、西側 にはお もに泥岩を挟む海底火山噴出物

(いわゆるグリーンタフ)か らなる福山層(前 期中新世)が 、東側にはお もに頁岩(剥 離性 の

強い泥岩)や 泥岩 ・砂岩互層からなる江差層(中 期～後期中新世)が 分布する。

上 ノ沢川源頭の七ツ岳付近では、安山岩溶岩がこれらの地層をおおって分布する。頁岩や泥

岩は粘土化 しやすいので、層面滑 りの地すべ りを起こしやすい,,本年5月 の地すべ りは、 ヒツ

岳北面…帯 に広がる'古い地すべ り(安 山岩溶岩の下位にある江差層の頁岩が滑 り面になってい

る可能性が大きい)地 形の先端の山腹が崩落 して発生 したと思われる。問題の伐採地は上 ノ沢

川左岸の福山層分布域 にあるが、この地域にみ られる湿地や凹地は古い地すべ り地形 と思われ

る。 したがって、林道敷設には十分な検討が必要である。

伐採現場に隣接 した道有林部分の森林は、林冠層のブナの直径が80cmに 達し、下層にはチシ

マザサが優 占する見事な森林で

あった。その一方で国有林側で

は、伐根が沢に捨て られるなど

乱暴な伐採方法のために荒廃が

著 しかった。現場では計画 より

はるかに広い作業道が敷設 され

てお り、表土の剥 ぎ取 りも異様

に深かった、、それによって根 を

切断 されたためと思われるが、

作業道脇に生育 していた個体の

中にはすでに倒れている個体が

見られ、現在残っている作業道
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侵幸 告

脇の個体でもこの傾向が今後 も続 くと危惧 される。また、この地域は上記のように古い地すべ

り地形を示す と思われるごく小規模の湿地が点在 しているが、作業道が排水 を促進 してこれら

の湿地に影響を与える懸念も大 きい。こうした伐採方法は、作業道の必要以上に広い敷設 とと

もに、沢の荒廃 と土砂流出を通 して、新たな地すべ りを誘発する危険性を感 じた。さらに、こ

うした作業道では土壌深部の岩礫が裸出してお り、新たに定着 している樹木の新規個体はきわ

めて少なく、自然任せの更新は到底期待できない密度であった。ササが卓越する林床 を勘案す

ると、次世代の個体は定着更新できずにササ原に推移 してしまう危惧を強 く感 じた。

このような伐採は到底容認されるものではない。森林管理署は業者にペナルテ ィーを課すべ

きであ り、仮 に森林管理署がこのような伐採を黙認 していたのであれば、その責任を問われな

ければならないことは言うまで もない。

釧路湿原国立公園の 「不都合な真実」

トラストサルン釧路 事務局長 杉 沢 拓 男

この夏、釧路 湿原は国立 公園 となって20年 目を迎え ました。釧路湿原国立公園は非 湿原地域

を含め約26,000㌶ の面積 。その うち、 国立公 園 となった湿 原 は!6,522㌶(湖 沼 を含 め る と約

18,000㌶)で した。国土地理 院は釧路 湿原の面積 を22,660㌶(1997年)と してい ます。約4,660

㌶の湿原が保護 され ない まま残 され ま した。保護 されなかった湿 原は霧 多布湿 原(3,000㌶)

の約1.5倍 にもな ります。

釧路湿原で はこの20年 、計画が決 まっていた とす る国立公園内の農地開発 、広域農道や高速

道路工事 による湿原の埋 め立て、失敗 した湿 原の農地開発のや り直 し(農 地 防災事業)工 事 な

どの公共土木事業が続 き、地震 な ど自然災害に脆弱 な湿地帯で都市 開発の拡大 、湿原の水源地

域 では山肌 を切 り裂 き、大量の土砂 を排出 させ る森林 開発が綿々 と続 きました。確 かに、20年

前 に国立公 園の線引 きで 「保護」 されることになった地域 は生 まれ ま した。 しか し、その代償

の ように開発行為 に差 し出 された湿 原域 と水源の森林地域 も含め た湿原生態系の荒廃 は 目を覆

うばか りです。釧路 湿原国立 公園化 の前 と後の主たる側面 は、保護 よ りも観光利用 とい う開発

行為 も含め生態 系の破壊 が 一一層 進んだ というのが釧路 湿原の現状です。

4年 前か ら始 まった釧路湿原の 自然再生事業 はその反証 ともいえます。 自然再生事業 では第

…に 「残 された 自然の保全」 を唱 えま した
。 しか し、残 された釧路湿、原(流 域)の 自然 の どこ

を どの ように保全す るのか具 体的 な検 討は行 われてい ませ ん。今 、 タンチ ョウや オジロワシが

営巣 し、キタサ ンシ ョウオの主要 な生息地 となっている湿原地域 で高速道路の工事が湿原 を埋

め立 てて進め られ工事 はオジロワシの営巣木 の真下 に迫 ってい ます、,釧路湿原国立公園 「祝20

年」 とは とて も言 える もので ない 「不都合な真実」 となってい ます。(標 茶町在住)
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侵幸 告

天 塩 川 水 系 河 川 整 備 計 画 案 に つ い て

一 サ ン ル ダ ム 問 題 の 現 状 と今 後 一

副会長 佐 々木 克 之

サクラマスの産卵行動に感動

9月17日 の敬老の日に、恒例のサンル川観察会が開かれ、地元以外 に札幌 ・稚内 ・蘭越 ・小

樽 ・滝上に加えて東京からの参加者 もあ り、スタッフ以外で約40名 参加 しました。今年 も天塩

川河口から約200kmの サンル川にサクラマスが遡ってきました。サンル川 にかかる橋の上から、

少 し色の薄いメスと濃いオスが群れて見え、メスが産卵のために尾鰭で穴を掘るため体を横に

した瞬間、腹の鮮やかな赤色が見えました。毎年のことですが、サクラマスの懸命な動作 に参

加者は感動 します。正確な資料はないのですが、これほど多 くのサクラマスが遡上する川は日

本にはないと思われます。サクラマスは、現在は極東にだけ存在 し、減少の一途をたどってい

ます。そんなサンル川にダムを作 ることに、多 くの人は納得 していません。

住民等の疑問に答えぬまま計画 を推進 しようとする開発局

昨年末に、天塩川流域委員会が開発局に意見を述べて終了 し、1～3月 に開発局による住民

説明会 と公聴会が実施され、河川整備計画原案の審議は終了 しました。 しか し、流域委員会や

説明会などに参加 した地元の人たちは、日々経験 していることと開発局が述べていることとの

問に大 きなズレがあることを感 じて、協会も協力 してその疑問を小冊子 「サンルダムへの疑問」

にまとめました。この小冊子は多 くの方々の努力で3,000部 以上が配布中です。重要な疑問の

一つは、名寄川が氾濫するのでサ ンルダムが必要 と述べている点です。地元の人は、名寄川の

堤防は しっかりしていて、3箇 所の堤防強化 と一箇所は河道を拡幅 し、内水氾濫対策のために

排水機場 を設置すれば水害を防 ぐことができるし、そのような対策をしなければ、サ ンルダム

を作 っても役に立たないと述べています。しかし、開発局はこの具体的提案について何 ら回答

していません。

サンルダム計画をス トップするために

開発局は、住民等の意見を聞いて原案を修正(実 際には小さなもの)し たので、あとは北海

道知事の意見を聞いて計画を確定するだけと言っています。私たちは9月 末に、数々の疑問に

答えないで、住民等の意見を聞いたという立場をとっている開発局に、疑問に答えて行政 とし

ての説明責任を果たすよう要望書を提出しました。

10月29日 には、全国のダム反対の人たち(水 源開発問題全国連絡会)が 国交省に質問を提出

することが計画 されています。また、今後も署名やシンポジウムなど多 くの活動を展開して、

道内外のサンルダムに反対する人、疑問をもつ人と共に闘って、貴重な自然を残すとともに、

環境破壊のムダ使いをス トップさせる取 り組みを進めていきます。
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:コラ ム

そ の4ジ オ パ ー ク(Geopark)在
田_則

前 回 、 「H本 の地 質 百 選 」 選 定 の動 きを紹 介 したが 、 ジ オパ ー クは そ の 国際 版 で あ る 。 ジ オ パ ー

ク とは 、 地 球科 学 的 に と くに重 要 かつ 貴 重 で 、美 しい 地 質 遺 産 を複 数 含 む 自然 公 園 で 、次 世 代 の た

め に地 質 遺 産 を保 全 す る こ と、 そ の地 質 遺:産を通 じて 地 質 現 象 や環 境 問 題 につ い て の 知 識 を普 及 す

る とと も に地 質 科 学 の 研 究 の場 を提 供 す る こ と 、 さ ら に地 質 遺 産 を観 光 対 象 と して 持続 可 能 な 開 発

(ジ オ ツ ー リズ ム な ど)を 行 ない 、 地域 社 会 を 活性 化 す る こ とな ど を 目的 して い る 。

世 界遺 産 は ユ ネ ス コ総 会 で採 択 さ れ た 「世 界 遺 産 条 約 」 に基 づ く もの で あ るが 、 ジオ パ ー クは 条

約 レベ ルの 取 り決 め は ない 。 しか し、ユ ネス コ は 各国 の ジ オパ ー ク推 進 の運 動 を支 援 して お り、 ユ

ネス コの も と に 世界 ジ オパ … ク ネ ッ トワー クが2004年 に発 足 して い る 。ユ ネス コが 設 定 した ガ イ ド

ラ イ ン(参 加 基 準)を 満 た す と、 世 界 ジ オパ ー ク ネ ッ トワ ー ク に登 録 され る 。現 在(2007年6月)

の とこ ろ17ケ 国 、52箇 所 の ジ オ パ ー ク が ネ ッ トワ ー ク に参 加 して い る が 、 中 国 と ヨ ー ロ ッパ が ほ と

ん どで あ る。

多 様 な地 質 景 観 に富 む 日本 で も ジオ パ ー クに 向 け て 各地 で運 動 が 進 め られ て い る。 道 内 で は 、洞

爺湖 周 辺 地 域(火 山 ・カ ルデ ラ湖)、 ア ポ イ岳(か ん らん 岩)、 白滝 町(黒 曜石遺 跡)な どで ジ オパ ー

ク設立 の動 きが あ る。

な お 、 ジ オパ ー ク の詳 細 につ い て はU本 地 質学 会 の ホ ー ムペ ー ジ(http://www.geosociety.jp)

で 見 る こ とが で きる。

2007年6月

6月1日

6月5日

6月7日

6月12日

6月13日

6月30日

2007年7月

日

日

日

1

9
自
ρ0

月

月

月

7
」
7

7

7月18目

7月28日

活.動 日 ∫誌

「サ ンル ダムへ の疑 問」冊子 に関す る共同記

者会見(旭 川)

「北 海道緑 資源林道事業 の即時 中止 と緑資源

機構 の解体を求める声 明」の公表 と記者会見

北海道野生生物基金(共 催 団体)事 務所にて、

「第14回 夏休み 自然観 察記録 コ ンクール」 の

打 ち合わせ会議

第1回 「北海道環境審議会」(自 然環境部会)

第1回 「拡大常務理事会 」

厚沢部 ・上 ノ国国有林調査(～7月3日)

G8サ ミット市民 フォー ラム集会出席

会報134号 発送
エ ゾシカ公聴会 に関す る説明会(道 庁担当者

来所)
エゾシカ公聴会意 見陳述

第2回 「拡大常務理事会」

第15回 大規模林道 問題全国 ネッ トワー クの集
い(～29日 福島県)

2007年8月

8月25日 第1回 「理 事 会 」

8月27日 厚 沢 部 ・上 ノ国 国 有林 伐 採 地 及 び地 す べ り地

調 査(～29日)

2007年9月

9月8日

9月17日

9月19日

9月21日

9月26日

北見道路問題現地視察及び地元 との打 ち合わ
せ会議(～9日)

下川 ・サ ンル川 「自然観察会」

第3回 「拡大常務理事会」

「G8サ ミット市民 フォーラム北 海道設立集

会」参加

「夏休み 自然観察記録 コンクール」審査会

　

へ

要 望 書 な ζ:.

●5月30日 独立行政法人 ・緑 資源機構 の解体 を求 める

要望書(内 閣総理大臣宛)大 規模 林道問題全 国 ネッ ト

他9団 体連名

●6月5日 北 海道緑資源林道事 業の即 時中止 と緑 資源

機構 の解体を求める声明(農 水大臣、林野庁長官、緑

資源機構 理事長 、規制改革会議、北海道知事 宛)大 規
模林道問題北 海道 ネ ットワー ク5団 体連名

●6月14日 天塩 川河 川整 備計画 案 につ いて の要望 書

(北海道知事宛)4団 体連名

●6月22日 緑資源機構 談合等の再発防止のための第三

者委員会の解散及び緑資源幹線林道事業の工事の即時
中止 を求め る要望書(内 閣総理大臣、農水大臣 、林野

庁長官 、緑資源機構理事長 、規制改革会議、北海道知

事宛)大 規模林道問題北海道 ネ ットワー ク5団 体連名

●6月28日 ・石狩川水 系雨竜川河川整備計画 につ いて
の再要望書(北 海道知事宛)雨 竜川の イ トウをみ んな

で考 える会 との連名
・石狩川水系雨竜川におけるイ トウの保全 に関す る再

質問書(北 海道開発局長宛)雨 竜川 の イ トウをみんな
で考える会 との連名

●7月18日 エ ゾシカの捕獲の禁止 及び制 限に係 わる意

見書(北 海道宛)

●8月16日

意見書

●9月4日

「新 しい北海道環境 基本計画(原 案)」 の

「ラ リー ・ジ ャパ ン2007(WRC)」 が 引 き起

こす環境破壊 問題 に関す る要請(北 海道知 事 、環 境大

臣、林野庁長官宛)5団 体連名
ラリー ジャパ ン(WRC)の 環境 問題へ の対 応 に関 す

る抗議 と再:度の申 し入れ(2007ラ リー ジャパ ン大会組

織委員長宛)5団 体連 名
●9月28日 「山のみち地域づ くり交付金 」 の予 算措 置

をされ ない ことを求める申 し入れ書(財 務省、大臣宛)

大規模林道問題全国 ネッ ト他9団 体=連名
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*お 知らせコーナー*

第14回 「夏休み自然観察記録コンクール」

審査結果について
応募数123点65校

1年(15)2年(34)3年(21)4年(33)

5年(13)6年(7)

審査 日2007年9月26日(水)午 後6時 ～

審査 員 北 海道新 聞野生 生物基 金、北海道 自然保護i協会

匡二翻 陪
梅田 優 作(東 神楽町立志比内小 ・6年)

オニグモの観 察

塵国2名
細野 佳大(鶴 居村 立鶴居小 ・2年)

うん ちにあつ まる虫たち

瀧澤 結菜(教 育大附属札幌小 ・4年)

かたつむ りのふ しぎ

匝璽6名
長谷 朱莉(函 館市立南本通小 ・2年)

あ りのかん さつ

村 岡 柊有(別 海町立別海 中央小 ・2年)

ミニ トマ トのかん さつ

福井 彩乃(札 幌市立篠路西小 ・3年)

「む くげ」 日記

小 出 斎(江 別 市立野幌小 ・4年)身 近 な昆虫図鑑

松永 渉(帯 広市立帯広小 ・5年)

昆虫お びきよせ大作戦

磯 田雄…朗(室 蘭市 立白鳥台小 ・5年)

ナ ミアゲハの成長記録

薩=遍20名
藤 原 大地(江 別市 立野幌 小 ・1年)さ か したの む し

中野 涜 平(名 寄市 立豊西 小 ・1年)

かん さつにっ き みや ま くわが た

川井 良輔(函 館市 立桔 梗小 ・1年)

「エゾゼ ミのうか」 のかんさつ

村坪 創(天 塩 町立天塩小 ・2年)

そ うブルこん虫記～天 しおで見つけたこん虫

渡辺 舞(中 札 内村 立中札内小 ・2年)

おた まじゃくしとかえるのひみつ

宮腰 咲良(余 市町立黒川小 ・2年)

かえるになる まで

山口 りおん(江 別 市立対雁小 ・3年)

あ りの研究 ～あ りは本当 に甘い物が好 きなのか

河 合貫太郎(札 幌市 立真駒内緑小 ・3年)

家の まわ りの虫

佐藤 豊誠(厚 沢部 町立厚沢小 ・4年)

あ っさぶの しぜ ん あ っさぶの川虫

沢野 真 由(厚 沢部 町立厚沢小 ・4年)

厚沢部川 に住 む魚 たち

伊 澤 佑佳(札 幌市 立あいの里西 小 ・4年)

ラデ ィッシュの観察

小原 大樹(鷹 栖 町立北 野小 ・4年)

オサラ ッペ川調査表

濱:野 凌(函 館市立上湯川小 ・4年)ほ たるの里

由口 彩紀(札 幌市 立真駒 内緑小 ・4年)

野菜の花の研究

西 原 悠佳(札 幌 市立真駒内緑小 ・4年)雲 につい て

中崎 蒼太(札 幌市立北都小 ・5年)

オオカマキ リの観察

山本高太郎(札 幌 市立真駒内緑小 ・5年)

メダカについ て

山形 遥(札 幌 市立西 園小 ・6年)あ りについ て

吉武 志音(東 神 楽町立志比内小 ・6年)水 生生物

中野 聡也(北 斗市立久根別小 ・6年)

トンボに変 身ヤ ゴの観察 日記

匿頭14校
北見市立留辺蘂小学校
札幌市立真駒内緑小学校
東神楽町立志比内小学校
江別市立野幌小学校

寄贈図書紹介

■写真と綴 り方 鮫島惇一郎

「回想の風景 ・札幌～遥かな日々の記憶～」

(富士 コンテム発行)

鮫島惇一郎 さんより

新 会 員 紹 介

2007年5月 ～7月

【A会員】川本 浩司、吉尾 勉、濱津 和雄、

大畑 博子

付

すぼ
也

寄

都
誠

鑓
野鮮剤

金

円oo"

会費納入のお願い
会 費納 入 に つ い て は 日頃 ご協 力 を い た だ い て

お ります が 、 未納 の方 は至 急 納 入 下 さ い ま す よ

うお願 い い た します 。

個 人A会 員4,000円

個 人B会 員2,000円

(A会 員 と同 一世帯 の会 員)

学 生 会 員2,000円

団 体 会 員1口15,000円

〈納 入 口 座 〉

郵 便 振 替[座02710-7-4055

北 洋 銀 行 大 通 支 店(普 通)0017259

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)0101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

〈口 座 名 〉

社 団 法 人 北 海 道 自然 保 護i協会

※ この紙は再 生紙 を使用 してい ます 。
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